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「 花 の 写 真 ス ポ ッ ト 」 も 登 場

ホ テ  ル  ニ ュ ー タ ナ カ 跡

Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放 送 局

少 な く な り 、 絶 滅 危 惧 種 にな っ て い ま す 。 き ら ら 浜 のヨ シ 原 や 淡 水 池 の 岸 辺 で 時折 見 ら れ る こ と も あ り ま すが 、 目 立 ち に く さ も 相 ま って 観 察 が 難 し い 鳥 と い え ます 。

　
主 に ヨ シ 原 内 に 生 息

し 、 う す 茶 色 に 黒 い 斑 の模 様 が 周 囲 の 保 護 色 と なっ て い ま す 。 忍 び 足 で 移動 し 、 餌 の 魚 や 甲 殻 類 を捕 る 際 は く び を 伸 ば し て待 ち 伏 せ し 、 狙 い を 定 めて 嘴
く ち ば し

で 捕 食 し ま す 。

　
北 日 本 や 関 東 で 繁 殖 が

確 認 さ れ て お り 、 中 部 地方 以 南 に は 冬 鳥 と し て 飛来 し ま す 。 生 息 環 境 の 減少 か ら 全 国 的 に 生 息 数 も

8 0

サ  ン  カ ノ ゴ  イ

ペ リ カ ン 目 　 サ ギ 科
［ 全 長 ］ 　 7 0 ㎝
［ 時 期 ］ 　 越 冬 の た め 渡 っ て 来 る 冬 鳥

y o u t u b e ペ ー ジ に

飛 ん で み よ う ！

ヨ シ 原 の 忍 者
「 サ ン カ ノ ゴ イ 」

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

　 「 第 ３ 回 や ま ぐ ち 農 林業 の 知 と 技 の 拠 点 祭 」が 、 ３ 日 （ 月 ・ 祝 ） 午 前
1 0時 か ら 午 後 ３ 時 ま で 、

県 農 林 総 合 技 術 セ ン タ ー（ 防 府 市 牟 礼 ） で 開 か れる 。 同 実 行 委 員 会 （

☎
０

８ ３ ５

－

２ ８

－

１ ２ １

１ ） の 主 催 。　
２ ０ ２ ３ 年 ４ 月 に 開 設

さ れ た 「 農 林 業 の 知 と 技の 拠 点 」 を 開 放 す る こ とで 、 山 口 県 の 農 林 業 や 食の 魅 力 を 「 体 感 」 し て もら お う と 開 か れ る 。　
本 館 前 ト ラ ッ ク ス テ ー

ジ で は 、 県 立 農 業 大 生 代表 に よ る 開 会 宣 言 に 続き 、 も ち ま き が 行 わ れる 。 そ の 後 、  「 キ ャ ラ クタ ー ふ れ あ い 撮 影 会 」

「 木 の 早 積 み 競争 」  「 農 林 業 ウル ト ラ 〇 × ク イズ 」 な ど の イ ベン ト が 続 く 。 終了 間 際 の 午 後 ２時

4 5分 に は 、 再

度 も ち ま き が 実施 さ れ る 。　
本 館 内 で は 、

新 技 術 開 発 や 農大 学 修 動 画 の 上

映 、 実 験 室 な ど を 自 由 に見 学 。  「 実 験 室 見 学 ツ アー 」 も 用 意 さ れ る 。　
農 大 教 育 棟 付 近 で は 、

午 前

1 0時 か ら と 午 後 １ 時

か ら の ２ 回 、 農 大 産 の 牛肉 が 販 売 。 さ ら に 、 コメ 、 さ つ ま い も 、 焼 き いも 、 ポ ッ プ コ ー ン も 販 売さ れ る 。 丸 太 切 り 競 争 、子 牛 ふ れ あ い ・ 模 擬 搾 乳体 験 、 農 林 業 機 械 展 示 、樹 木 相 談 な ど も あ る 。　
そ し て 、 連 携 ・ 交 流 館

付 近 で は 、 バ タ ー 作 り や花 の 寄 せ 植 え な ど の 体 験が で き る 。 長 州 黒 か し わ

手 羽 元 香 草 焼 、 焼 き 鳥 、り ん ご あ め 、 カ レ ー ラ イス 、 お し る こ な ど も 購 入で き る 。　
そ の 他 に も 、 農 大 生 が

栽 培 し た も ち 米 を 使 う 無料 も ち つ き 体 験 や し い たけ 駒 打 ち 体 験 な ど の コ ーナ ー 、 農 大 産 の 野 菜 ・ 果樹 ・ 花 き や 「 山 口 グ ッ と産 品 」 の 販 売 コ ー ナ ー など が 設 け ら れ る 。 県 産 農林 水 産 物 屋 台 や 農 大 食 堂で 、 グ ル メ も 満 喫 で きる 。　
会 場 に は 一 般 用 駐 車 場

が 無 い た め 、  「 道 の 駅 潮彩 市 場 防 府 」  （ 防 府 市 新築 地 町 ） の 西 側 に 臨 時 駐車 場 が 設 け ら れ る 。 そ して 、 駐 車 場 と 会 場 間 は 、無 料 シ ャ ト ル バ ス が 午 前９ 時 か ら 午 後 ３ 時

2 0分 ま

で 運 行 さ れ る 。　 「 農 林 業 の 知 と 技 の 拠点 」  （ 県 農 林 総 合 技 術 セン タ ー ） は 、 農 林 業 が 抱え る 担 い 手 の 減 少 や 高 齢化 、 先 端 技 術 へ の 対 応 等課 題 解 決 の た め 、 県 立 農業 大 学 校 （ 防 府 市 ） と 、県 農 業 試 験 場 （ 山 口 市 大内 ） お よ び 県 林 業 指 導 セ

ン タ ー （ 同 市 宮 野 ） の ３施 設 を 統 合 す る 形 で 、 農業 大 学 校 の 敷 地 内 に

2 3年

４ 月 に オ ー プ ン し た 。 即戦 力 人 材 の 育 成 や 、 新 技　
き ょ う １ 日 と あ す ２ 日

の 午 前

1 0時 か ら 午 後 ４ 時

ま で 、 Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放 送 局
（ 山 口 市 中 園 町 ２ 、

☎
０

８ ３

－

９ ２ １

－

３ ７ ３

７ ） で 、 毎 年 恒 例 の 視 聴者 へ の 感 謝 イ ベ ン ト 「 大好 き ！

　
や ま ぐ ち フ ェ ス

タ 」 が 開 か れ る 。 昨 年 と一 昨 年 は １ 日 だ け だ っ たが 、 今 回 は ３ 年 ぶ り に ２日 間 に わ た っ て 開 催 さ れる 。 入 場 無 料 。　
夕 方 の 情 報 番 組 「 情 報

維 新 ！

　
や ま ぐ ち 」 の ス

タ ジ オ を 一 般 公 開 。 本 物の セ ッ ト を 舞 台 に 、 ア ナウ ン サ ー の 指 導 を 受 け なが ら 、 キ ャ ス タ ー の 仕 事

に チ ャ レ ン ジ で き る 。 さら に 、 中 継 車 の 内 部 公 開も さ れ る 。　
ま た 、 現 在 放 送 中 の ド

ラ マ

1 0「 シ バ の お き て 〜

わ れ ら 犬 バ カ 編 集 部 」 ＶＲ 映 像 体 験 、 連 続 テ レ ビ小 説 「 ば け ば け 」 出 演 者パ ネ ル 展 示 な ど に 加 え 、大 河 ド ラ マ 「 べ ら ぼ う 」の 「 全 国 巡 回 展 ｉ ｎ 山口 」 も 同 時 開 催 。 ド ラ マで 実 際 に 使 わ れ た 衣 装 、出 演 者 の サ イ ン 色 紙 、 番組 や 史 実 を 紹 介 し た パ ネル な ど が 並 ぶ 。　
そ し て 、 子 ど も 向 け に

は 、 ク ラ フ ト 製 作 や ゲ ーム な ど の 「 Ｔ ｈ ｅ

　
Ｗ ａ

ｋ ｅ ｙ

　
Ｓ ｈ ｏ ｗ 」 コ

ー ナ ー 、  「 ど ー も く ん３ Ｄ ぬ り え 」  「 キ ッ ズコ ー ナ ー 」 な ど が 用 意さ れ て い る 。　
新 サ ー ビ ス 「 Ｎ Ｈ Ｋ

　
Ｏ Ｎ Ｅ 」 の 登 録 サ ポ

ー ト コ ー ナ ー も あ る 。
術 の 開 発 、 ６ 次 産 業 化 等の 推 進 に 一 体 的 に 取 り 組む 施 設 と し て 、 実 験 や 研究 、 商 品 開 発 な ど が 行 われ て い る 。

　
グ ロ ー バ ル エ ー ジ ェ ン

ツ （ 東 京 都 ） は

1 0月

3 0
日 、 ２ ０ ２ ４ 年 ２ 月 に 営業 終 了 し た 「 ホ テ ル ニ ュー タ ナ カ 」  （ 山 口 市 湯 田温 泉 ２ ） の 建 物 所 有 権 を取 得 し た と 発 表 し た 。　

今 後 は 、 設 備 ・ 内 装 の
全 面 改 修 を 伴 う 大 規 模 リノ ベ ー シ ョ ン を 実 施 し 、同 社 が 展 開 す る ホ テ ル ブラ ン ド 「 Ｔ Ｈ Ｅ

　
Ｌ Ｉ Ｖ

Ｅ Ｌ Ｙ （ ザ ・ ラ イ ブ リ

ー ）  」 と し て 、

2 6年 秋 に

開 業 す る 予 定 。 再 開 業 後の ホ テ ル は 、 宿 泊 者 専 用の ル ー フ ト ッ プ サ ー マ ルス パ 、 大 浴 場 、 フ ィ ッ トネ ス ジ ム な ど の ウ ェ ル ネス 施 設 を は じ め 、 レ ス トラ ン 、 ロ ビ ー バ ー 、 カ フェ 、 宴 会 場 、 会 議 室 を 備え る 。　
「 宿 泊 滞 在 だ け で な

く 、 地 域 の 会 合 、 式典 、 イ ベ ン ト な ど 、 多様 な 用 途 に 対 応 す る『 地 方 都 市 型 デ ス テ ィネ ー シ ョ ン 』 を 象 徴 する ラ イ フ ス タ イ ル ホ テル と し て 生 ま れ 変 わる 」 と 同 社 。　
「 Ｔ Ｈ Ｅ

　
Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ

Ｌ Ｙ 」 は 現 在 、  「 東 京麻 布 十 番 」  「 大 阪 本町 」  「 福 岡 博 多 」 が 営業 中 。 湯 田 温 泉 で の 開業 は 、 同 ブ ラ ン ド の 地方 都 市 初 進 出 と な る 。

３
　

 日

「 農 林 業 の 知 と 技 の 拠 点 」 が 開 放
多 彩 な 催 し 「 拠 点 祭 」

Ｎ  Ｈ  Ｋ 山 口 放 送 局 が 感 謝 イ  ベ  ン  ト「 大 好 き ！

　
や ま ぐ ち フ  ェ  ス タ 」

き ょ う ・ あ  す

グ  ロ  ー  バ  ル  エ  ー ジ  ェ  ン  ツ  が 取 得 、  来 年 秋 開 業 予 定

「 ホ テ ル  ニ  ュ  ー タ ナ カ 」  跡 が  「 Ｔ Ｈ Ｅ

　
Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ Ｌ Ｙ 」  に



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ １ 月 １ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

山  口 ブ ラ ス ソ サ  エ テ ィ

　
ト ッ プ チ ー ム は 、

1 0月

2 6日 に 一 つ 上 の 順 位 の カ
タ ー レ 富 山 に 勝 利 し て

1 8

位 に 浮 上 。 残 留 圏 の ロ アッ ソ 熊 本 と の 勝 ち 点 差 を６ に 縮 め ま し た 。 そ し てあ す ２ 日 、 そ の 熊 本 と アウ ェ イ ・ え が お 健 康 ス タジ ア ム で 対 戦 し ま す 。 この 試 合 に 勝 利 す れ ば 、 勝ち 点 差 が ３ に な る 大 一 番

と な り ま す 。　
そ し て き ょ う １ 日 は 、

な で し こ リ ー グ 参 入 を 目指 す レ デ ィ ー ス の 入 れ 替え 戦 ２ 戦 目 。 ア ウ ェ イ でＦ Ｃ 今 治 と 戦 い ま す 。　
レ ノ フ ァ に と っ て 勝 負

と な る 週 末 の ２ 日 間 。 どち ら も ア ウ ェ イ で の 戦 いで す が 、 熱 い 応 援 を よ ろし く お 願 い し ま す ！

　 ﹁ 第

4 4回 長 門 峡 も み じ

祭 ﹂ が 、 ３ 日 （ 月 ・ 祝 ）午 前 ９ 時 半 か ら 午 後 ３ 時ま で 開 か れ る 。 会 場 は 、道 の 駅 長 門 峡 （ 山 口 市 阿東 生 雲 東 分 ） 周 辺 で 、 雨天 の 場 合 は 中 止 と な る 。　
オ ー プ ニ ン グ を 飾 る の

は 、 あ と う 夢

ゆめ

語 太 鼓 振 興

会 に よ る 演 奏 。 続 い て 開会 式 が 行 わ れ 、

1 0時 ご ろ

に 物 販 な ど の コ ー ナ ー が維 新 百 年 記 念 公 園 （ 山 口市 維 新 公 園 ３ ） 野 外 音 楽堂 （ ビ ッ グ シ ェ ル ） で 開か れ る 。 入 場 無 料 。　
﹁ マ ー チ ﹃ メ モ リ ー ズ ・

リ フ レ イ ン ﹄  ﹂  ﹁ シ ン フ ォニ ア ・ ノ ビ リ ッ シ マ ﹂﹁ ル パ ン 三 世 の テ ー マ ﹂﹁ ア ナ と 雪 の 女 王 ・ メ ドレ ー ﹂  ﹁ 見 上 げ て ご ら ん夜 の 星 を ﹂ な ど が 演 奏 され る 。 そ し て ﹁ 本 日 の 一

オ ー プ ン す る 。　
﹁ 鮎 広 場 ﹂ で は 、 ア ユ

の 塩 焼 き （ １ 匹 ５ ０ ０円 ） 販 売 と 、 ア ユ の つ かみ ど り （ 小 学 生 以 下 限定 ・ 参 加 無 料 ） が 実 施 。　
﹁ 長 門 峡 も み じ ウ ォ ー

ク ﹂ は 、 長 門 峡 入 り 口 から 約 １ ・ ４ ㌔ 先 の ﹁ 東屋 ﹂ ま で を 、 ガ イ ド と 共に 歩 く 。 ス タ ー ト は 、

1 0

時 半 か ら と 午 後 １ 時 か ら

の ２ 回 で 、 ゴ ー ル す る と﹁ お 土 産 交 換 券 ﹂ を も らう こ と が で き る 。　
福 引 抽 選 付 き ﹁ も み じ

祭 大 鍋 ﹂ は 、 午 前

1 1時 半

か ら 販 売 。 １ 杯 ３ ０ ０ 円の 豚 汁 で 、 限 定 ２ ０ ０食 。 抽 選 は 午 後 ２ 時 か らで 、 地 元 の 農 産 物 や 食 品な ど が 当 た る 。　
ま た 、 飲 み 物 と お 菓 子

の 無 料 接 待 が 受 け ら れ る
﹁ 長 門 峡 カ フ ェ ﹂ や 、 約

2 0の 業 者 が 飲 食 物 や 手 作
り 品 の 販 売 な ど を す る﹁ 青 空 バ ザ ー ﹂ も あ る 。　

問 い 合 わ せ は 、 阿 東 地
域 交 流 セ ン タ ー 篠 生 分 館（

☎
０ ８ ３

－

９ ５ ５

－

０

０ １ １ ） へ 。

道 の 駅 長 門 峡 近 辺 で

4 4回 目 の  「 長 門 峡 も み じ 祭 」

３ 日山 口 ブ ラ ス ソ サ エ テ ィ が 「 ヤ マ ト 」 な ど

「 ビ ッ グ シ ェ ル 演 奏 会 」
３ 日

　
市 民 吹

奏 楽 団﹁ 山 口 ブラ ス ソ サエ テ ィ ﹂が 出 演 する ﹁ ビ ッグ シ ェ ル演 奏 会 ﹂が 、 ３ 日午 後 ２ 時半 か ら 、

押 し 曲 ﹂ と し て 、  ﹁ 組曲 ﹃ 宇 宙 戦 艦 ヤ マト ﹄  ﹂ も 披 露 。　
当 日 は 、 来 場 者 用 の

駐 車 場 と し て 、 噴 水 前広 場 が 午 後 １ 時 半 か ら解 放 さ れ る 。

Ｑ . 血 圧 測 定 値 の 変 動 につ い て 教 え て く だ さ い 。Ａ .

状 況 に よ っ て 血 圧 は

大 き く 変 動 し ま す 。（ １ ） 運 動 や 食 事 な ど の日 常 活 動 や 精 神 的 緊 張 の影 響 を 受 け て 、 血 圧 は 大き く 変 動 し ま す 。 最 も 信頼 で き る 基 本 と な る 血 圧値 は 起 床 時 の 測 定 値 です 。 起 床 後 １ 時 間 以 内 、ト イ レ の 後 、 食 事 前 の 測定 が 原 則 で す 。 高 血 圧 症の 治 療 目 標 値 は 家 庭 血 圧で １ ２ ５ ㎜

H g未 満 が 原 則

で す 。 た だ し 、 夏 は 低 下し す ぎ な い よ う に 注 意 しま す 。（ ２ ） ４ 回 目 以 上 の 測 定血 圧 値 は あ て に で き ま せん 。 連 続 し て 血 圧 測 定 する と 、 血 管 マ ッ サ ー ジ 効果 の た め に 血 管 壁 か ら 一酸 化 窒 素 が 放 出 さ れ て 血管 が 拡 張 し ま す 。 し かし 、 そ の 効 果 は 一 時 的 で高 血 圧 治 療 に は 役 立 ち ませ ん 。（ ３ ） 心 臓 か ら 遠 く な るほ ど 最 高 血 圧 値 は 高 く なる 傾 向 が あ り ま す 。 そ のた め 、 手 首 血 圧 計 は 極 めて 不 正 確 で 、 高 血 圧 治 療に は 使 え ま せ ん 。（ ４ ） 冬 の 血 圧 測 定 値 は夏 よ り も 高 い こ と が 多く 、 夏 の 健 診 だ け で は 高血 圧 を 見 落 と す こ と が 多く な り ま す 。
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サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


